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‥
労
組
の
門
前
街
宣
禁
止

ダ

大
阪
地
裁
仮
処
分
に
建
交
労
抗
議

取
り
消
し
へ
提
訴

　
全
日
本
建
設
交
運
一
般

労
働
組
合
（
建
交
労
）
大

阪
府
本
部
は
1
4
日
、
日
本

タ
ク
シ
ー
の
グ
ル
ー
プ
会

社
、
北
港
観
光
バ
ス
が
労

働
組
合
の
正
当
な
宣
伝
活

動
を
妨
害
す
る
目
的
で
嘔

し
立
て
た
「
街
宣
禁
止
の

仮
処
分
」
を
大
阪
地
裁
が

認
め
た
こ
と
に
抗
議
し
、

仮
処
分
命
令
の
取
り
消
し

を
求
め
た
裁
判
の
第
２
回

審
尋
に
臨
み
ま
し
た
。

　
北
港
観
光
バ
ス
は
、
ま

と
も
な
労
働
条
件
を
要
求

し
て
活
動
す
る
建
交
労
を

嫌
い
、
解
雇
や
配
転
、
出

勤
停
止
、
配
車
差
別
に
よ

る
賃
金
差
別
と
異
常
な
組

合
つ
ぶ
し
を
く
り
返
し
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
会

社
は
不
当
労
働
行
為
を
や

め
、
労
資
関
係
を
正
常
化

せ
よ
」
と
取
り
組
ん
だ
組

合
側
の
宣
伝
を
妨
害
す
る

た
め
に
、
「
街
宣
活
動
禁

止
」
の
仮
処
分
を
大
阪
地

裁
に
申
し
立
て
、
裁
判
官

が
会
社
側
の
主
張
を
「
相

当
」
と
す
る
決
定
を
出
し

ま
し
た
。

　
仮
処
分
決
定
は
、
大
阪

市
旭
区
の
本
社
と
高
槻
市

に
あ
る
車
庫
の
半
径
５
０

Ｏ
ぴ
の
範
囲
内
で
宣
伝
カ

ー
を
回
し
、
街
頭
演
説
や

放
送
を
流
す
こ
と
や
、
ビ

ラ
を
配
布
す
る
行
為
を
し

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
も

の
で
す
。
こ
れ
で
は
企
業

の
不
当
労
働
行
為
に
た
い

し
て
、
労
働
組
合
が
企
業

内
や
門
前
な
ど
で
抗
議
の

宣
伝
行
動
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
憲
法
が

保
障
す
る
「
言
論
、
出
版
、

表
現
の
自
由
」
「
団
結
権
、

団
体
交
渉
権
、
団
体
行
動

権
」
に
真
っ
向
か
ら
挑
戦

す
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
審
尋
後
の
報
告
集
会

で
、
梅
田
章
二
弁
護
士
は

　
「
労
働
者
、
労
働
組
合
の

権
利
、
団
結
権
を
奪
う
重

大
な
事
件
だ
」
と
の
べ
、

地
裁
が
憲
法
の
趣
旨
に
そ

っ
た
公
正
な
決
定
を
行
う

よ
う
運
動
を
広
げ
て
い
く

意
義
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
運
交
労
北
港
観
光
バ
ス

分
会
の
喜
多
幸
男
分
会
長

は
「
会
社
の
不
当
労
働
行

為
を
広
く
市
民
に
知
ら
せ

て
き
ま
し
た
。
仮
処
分
決

定
を
覆
し
て
、
会
社
の
横

暴
を
や
め
さ
せ
た
い
」
と

表
明
し
ま
し
た
。
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